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小安峡大噴湯(秋田県雄勝郡皆瀬村)

小安温泉の北約500mの皆瀬川峡谷滝向には湖成層堆積物である中新

世三途川層の節理面から灘音をあげて絶えることなく熱湯が噴出して

いる.この地域一帯は栗駒北部地域と呼ばれ日本でも有数の地熱地

帯の一つとして注目されている.大噴湯の凄まじいぱかりの景観は

地下に潜む壮大た地熱エネルギｰの一端を我々に見喧っけていると言え

よう.

(文1金原啓司写真:正井義郎)�


